
 

公   示 
 

 

国立大学法人奈良教育大学学長選考規則第３条第１項第一号に基づき、学長候補者

の選考を実施するので、ここに公示する。 

 

平成３０年８月９日 

国立大学法人奈良教育大学学長選考会議 

 

①  学長選考を行う理由： 

平成３１年３月３１日現学長の任期満了（第３条第１項第一号）により 

 

②  学長就任年月日：  

平成３１年４月１日 

 

③  学長の任期： 

３年 

再任可（ただし、引き続き６年を超えて在任することができない。） 

 

④ 学長候補者の資格： 

人格が高潔で、学識が優れ、かつ、大学における教育研究活動を適切かつ効果

的に運営することができる能力を有する者 

 

⑤ 学長候補適任者の推薦： 

学長選考会議委員の推薦、又は国立大学法人奈良教育大学学長選考規則第１０

条第２項に規定する意向聴取有資格者７名の連署による推薦（ただし、国立大学

法人奈良教育大学学長選考会議規則第２条第１項第２号に定める委員を除く） 

 

学長候補適任者推薦書、履歴書及び業績書を添えて学長選考会議に推薦 

 

推薦期間及び提出場所： 

推薦期間：平成３０年９月２７日（木）から１０月３日（水）まで 

各日とも１０時から１７時まで 

提出場所：企画連携課 

 

 



 

⑥ 学長候補適任者が作成する書類： 

所信を記載した文書及び学長選考会議からの質問書に対する回答書（別紙１） 

提出期限：平成３０年１０月２９日（月） 

提出場所：企画連携課 

⑦ 所信及び回答書の意向聴取有資格者への公表日：  

平成３０年１１月８日（木） 

 

⑧ 意向聴取の実施時期等： 

意向聴取による投票 

日  時：平成３０年１１月２２日（木）１０時から１７時まで 

投票場所：第２会議室 

※附属中学校：１２時３０分から１３時３０分まで投票所を設置 

不在者投票 

日  時：平成３０年１１月２０日（火）から１１月２１日（水）まで 

各日とも１０時から１７時まで 

投票場所：第２会議室 

対  象：平成３０年１１月２２日（木）に投票できない者 

 

⑨ 選考方法：  

所信を記載した文書及び学長選考会議からの質問書に対する回答書並びに学長

選考会議の調査結果等をもとに、意向聴取の結果を尊重しつつ、学長候補者を学

長選考会議が選考する。 

 

⑩ 学長候補者決定の公示日及び公表日： 

平成３０年１２月１４日(金) 第１４回学長選考会議終了後 

 

⑪ 選考日程： 

別紙２のとおり 

 

⑫ その他学長選考会議が必要とする書類： 

必要に応じて、最終学歴証明書、学位記の写し、業績の現物など 

 

 

 

 

 



 

 
別紙１ 

学長候補適任者の所信及び学長選考会議からの質問書 
 

学長候補適任者が作成する書類は、所信を記載した文書及び学長選考会議からの質問書に

対する回答書で記載事項等は以下のとおりです。 

 

１ 所信 

所信には、奈良教育大学をどのように評価しているのか、また奈良教育大学の問題点

とその解決策は何か、さらに大学の将来像と在るべき教育の姿を含む基本的なビジョンに

ついても記載してください。 

 

２ 質問 

① どのような教育研究活動方針に基づいて大学運営を行うかについて 

・入学者受入方針（アドミッション・ポリシー） 

・学部教育 

・大学院教育 

・学位授与方針（ディプロマ・ポリシー） 

・教育研究活動の適切かつ効果的な運営 

   ・その他 

② どのような経営方針に基づいて法人運営を行うかについて 

・経営の効率化、業務の合理化 

・教員組織、事務組織 

・各センター、附属学校（園） 

・その他 

③ 奈良県教育委員会を含めた地域との連携について 

④ 他大学との連携について 

⑤ 国際交流について 

⑥ 上記を踏まえた本学の将来構想像について 

 

 

 

３ 作成方法 

① 様式：Ａ４縦型・横書き 

② 字数：所信と質問に対する回答を含めて全体で１万字程度 

 



  別紙２ 

学 長 選 考 日 程 
【選考日程】 

 
年月日（曜） 

 
事     項 

 
学長選考会議審議内容及び学長選考規則適用条項等 

 
備 考 

３０．７．１９（木） 
 

学長選考会議（第１１回） ・学長候補者の選考日程について 
・学長選考基準の制定 
・学長候補者の選考を実施する旨の公示及び公表事項（選考方法及び日程等）について 

 

３０．８．９（木） 
 

学長候補者選考の公示 
 

学長候補者の選考を実施する旨の公示及び公表  

３０．９．２７（木）～ 
３０．１０．３（水） 
 
 
 

学長候補適任者の推薦の受付 第５条 学長候補適任者の推薦は、次の各号のいずれかによるものとする。 
 一 学長選考会議委員の推薦 
 二 第１０条第２項に規定する意向聴取有資格者（以下「意向聴取有資格者」という。）７名の

連署による推薦（ただし、国立大学法人奈良教育大学学長選考会議規則（平成１６年規則１０
号。）第２条第１項第２号に定める委員を除く。） 

２ 前項による推薦を行う場合は、本人の同意を得たうえで、学長候補適任者推薦書、履歴書及び
業績書を添えて、学長選考会議に推薦するものとする。 

３ 前項による推薦を行う期間は、学長選考会議が別に定める。 

 

３０．１０．５（金） 
 

学長選考会議（第１２回） ・学長候補適任者の確認  

３０．１０．２９（月）
までに提出 

学長候補適任者による所信表
明等 

第６条 学長選考会議は、前条により推薦のあった学長候補適任者に対して、所信を記載した文書
及び学長選考会議が作成した質問書に対する回答書の提出を求めるものとする。 

 

３０．１１．７（水） 
 

学長選考会議（第１３回） 
 

・第５条により推薦のあった者について調査 
・学長候補適任者３名以内の絞込み 
・意向聴取有資格者名簿の確認 
・意向聴取有資格者への公示の時期と公示内容 

 

学長候補適任者の調査実施 第７条 学長選考会議は、第５条により推薦のあった者について調査を行うものとする。  
学長候補適任者の絞り込み 第８条 学長選考会議は、第６条の所信及び回答書の内容並びに前条による調査結果を踏まえて学

長候補適任者を３名以内に絞り込むものとする。 
 

学長選考会議（第１３回）
の翌日 

所信及び回答書の公表 第９条 学長選考会議は、前条により絞り込まれた学長候補適任者の所信及び回答書の内容を意向
聴取有資格者に公表するものとする。 

 

意向聴取実施の公示 
 

第１０条第３項 前２項の意向聴取の実施時期等は、学長選考会議が別に定める。 
意向聴取の有資格者に対して、意向聴取実施の公示を行う。 

議長名 

３０．１１．２２（木） 
 

意向聴取の実施 
 

第１０条 学長選考会議は、第８条により絞り込まれた学長候補適任者について意向聴取を実施す
るものとする。ただし、学長候補適任者が１名の場合、意向聴取は実施しないものとする。 

２ 前項に規定する意向聴取の有資格者は、公示日に在職する次の各号のいずれかに該当する者と
する。 

 一 学長及び理事 
 二 教授、准教授、専任講師、助教 
 三 附属学校園の校園長、副校長（教頭）、主幹教諭、教務主任、研究主任、教育実習主任、学

年主任、生活指導主事、進路指導主事及び保健主事である者 
 四 事務職員のうち係長以上の職にある者 
３ 前２項の意向聴取の実施時期等は、学長選考会議が別に定める。 

 

３０．１２．１３（木） 
 
 

学長選考会議（第１４回） 
 

・学長候補者の決定（必要に応じて面談等を実施） 
・学長候補者の学長への報告 
・学内公示の内容の審議 

 

 学長候補者の決定 
 

第１１条 学長選考会議は、第６条の所信及び回答書の内容並びに第７条による調査結果等をもと
に、前条の意向聴取の結果を参考にしつつ、学長候補者を決定する。 

（平成１６年度第３回学長選考会議確認事項) 
① 意向投票の結果は参考にしながらも、学長選考会議は意向聴取と異なる決定をすることがあ

る。この場合は、相応な説明を行う。 

 

学長選考会議（第14回）
終了後～ 

学長候補者決定の学長報告及
び公示 

２ 学長選考会議は、第１項により学長候補者を決定したときは、その旨を学長に報告するととも
に、公示し学内に周知するものとする。 

議長報告 
議長名 

学長選考会議（第14回）
終了後～ 
３０．１２．１４（金） 

学長就任の交渉 
学長候補者の意思決定 
次期学長の決定 

第１２条 学長選考会議は、前条により決定した学長候補者に対し、学長就任の交渉を行うものと
する。 

 

 文部科学大臣へ申出   
 


